
日本と台湾の絆を象徴する李登輝前台湾総統の名前を冠した日本李登輝友の会は
これまで続いてきた豊かな民間交流を先細りさせないため

文化交流を主とした新しい日台関係を築き
日本と台湾の共栄をめざしています。

【
巻
頭
言
】
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
考
え
る
台
湾
の
国
連
加
盟
問
題
●
本
誌
編
集
部 

─
─
─ 

表
紙
2

台
湾
と
私
⒅　

中
国
の
野
心
に
対
峙
す
べ
し
●
濱
口
和
久 

─
─
─ 

2

今
般
来
日
の
特
色
と
日
台
関
係
●
小
田
村
四
郎 

─
─
─ 

4

李
登
輝
前
総
統
を
お
迎
え
し
て
●
阿
川
弘
之
・
黄
文
雄
・
林
建
良 

─
─
─ 

6

来
日
記
録
集
『
李
登
輝
訪
日
・
日
本
国
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
を
出
版
●
柚
原
正
敬 

─
─
─ 

10

台
湾
の
危
機
は
日
本
の
危
機
●
李　

登
輝 

─
─
─ 

12

第
七
回
李
登
輝
学
校
研
修
団
レ
ポ
ー
ト
─
力
強
く
語
る
李
校
長
の
迫
力
に
圧
倒
●
早
川
友
久 

─
─
─ 

15

全
国
支
部
長
会
議
IN
台
湾
─
李
前
総
統
臨
席
の
下
に
初
の
全
国
支
部
長
会
議
●
冨
澤
賢
公 

─ 

20

支
部
だ
よ
り　

兵　

庫　

全
国
十
六
番
目
の
兵
庫
県
支
部
が
設
立
●
髙
田　

巖 

─
─
─ 

22

支
部
だ
よ
り　

神
奈
川　

李
登
輝
之
友
会
を
台
湾
ゆ
か
り
の
地
で
歓
迎
●
宮
本
将
英 

─
─
─ 

23

支
部
だ
よ
り　

山　

梨　

台
湾
の
李
登
輝
之
友
会
と
友
情
を
育
む
交
流
●
梶
原　

等 

─
─
─ 

24

支
部
だ
よ
り　

千　

葉　

李
前
総
統
帰
国
日
に
第
一
回
総
会
を
開
催
●
金
光
俊
典 

─
─
─ 

25

支
部
だ
よ
り　

各
地
か
ら
─
北
海
道
・
青
森
・
宮
城
・
埼
玉
・
新
潟
・
愛
知
・
福
岡 

─
─
─ 

26

青
年
部
が
『
多
桑
』
の
納
涼
映
画
鑑
賞
会
と
食
事
会
●
森　

悦
子 

─
─
─ 

28

日
台
交
流
日
録
⒄ 

─
─
─ 

29

事
務
局
だ
よ
り
・
編
集
後
記 

─
─
─ 

32

　

日
台
共
栄
写
真
館　

９
月
15
日　

９
・
15
『
友
邦
・
台
湾
を
国
連
へ
！
』
ア
ピ
ー
ル
行
進 

─
─
─ 

表
3

　
『
李
登
輝
訪
日
・
日
本
国
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』 ─
─
─ 
表
紙
4

　

た
だ
い
ま
会
員
募
集
中
!! 

─
─
─ 

綴
込
み
1　

　

年
会
費
継
続
の
ご
案
内 

─
─
─ 

綴
込
み
2

　

会
費
（
新
規
・
継
続
）
郵
便
払
込
取
扱
票 

─
─
─ 

綴
込
み
3
・
4

日本李登輝友の会日本李登輝友の会

日本李登輝友の会機関誌

日台共栄 第 18 号

通巻 18 号（平成 19 年 11 月）


